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Wグナ・カルタの本質と身分構成に就いて（金子）
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附
記

　
偶
々
昨
年
の
こ
と
、
ラ
テ
ン
語
の
権
威
田
中
秀
央
博
士
の
お
勧
め
を
頂
い

て
、
法
律
に
関
し
て
は
門
外
漢
な
が
ら
、
博
士
を
申
心
と
す
る
マ
グ
ナ
・
カ

ル
タ
の
研
究
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
隙
士
と
は
筆
藩
が
旧
東
京
帝
国

大
学
史
学
科
に
あ
り
し
頃
よ
り
御
難
導
と
御
好
誼
を
重
ね
、
本
稿
の
作
製
に

あ
た
っ
て
も
何
か
と
御
教
示
に
預
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
博
士
の
御
厚
情
に
対

し
て
銘
感
深
謝
に
堪
え
な
い
。

　
本
邦
に
於
て
は
、
史
料
の
蒐
集
が
極
め
て
困
難
な
事
情
が
あ
っ
て
、
悉
く

鷹
典
に
当
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
。
な
お
マ
グ
ナ
・

カ
ル
タ
の
邦
訳
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
田
中
秀
央
博
士
「
鼠
国
σ
q
捧
9
0
9
轟
鋤

特
集
」
（
『
京
都
女
子
大
学
英
文
学
論
叢
』
三
号
）
に
よ
り
、
又
田
中
英
夫
訳

（
高
木
八
尺
他
編
、
岩
波
文
庫
『
人
権
宣
善
遺
事
』
）
・
イ
ギ
リ
ス
憲
法
（
衆
・

参
議
院
法
制
局
他
編
、
『
各
国
憲
法
集
』
⇔
）
を
参
照
し
た
。
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岡
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部

　
口

隆健良武光圭

康夫治雄介一

京
都
大
学
大
学
院
学
生

京
都
市
立
美
術
大
学
教
授

立
命
館
大
学
教
擾

同
志
社
大
学
助
教
授

（
京
都
大
学
教
授
）

京
都
大
学
助
教
授

史
、
学
研
究
会
例
会
二
三

臼
時
　
十
二
月
五
日
　
午
後
一
時
よ
り

場
所
　
京
都
大
学
楽
友
会
館

演
題

　
　
京
都
大
学
イ
ラ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
パ
キ
ス
タ
ン
学
術

　
　
調
査
隊
　
帰
朝
報
告
会
（
予
定
）

来
聴
　
歓
　
迎
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と
こ
ろ
が
、
容
氏
は
動
物
の
側
而
形
か
ら
変
化
し
た
S
掌
状
の
図
文
で
、
　
「
体

艦
の
漏
壷
が
一
上
一
下
し
て
共
に
曲
り
、
中
央
に
目
形
の
あ
る
も
の
漏
を
い
っ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
善
夫
克
鼎
で
は
、
頸
部
の
疑
融
く
ず
れ
の
文
様
を
こ
そ

鱗
呪
文
と
称
し
、
胴
腹
の
波
状
文
は
環
帯
交
ま
た
は
波
文
と
呼
ん
で
い
る
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
郭
氏
は
こ
の
波
状
文
を
窮
曲
文
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
は

繍
立
文
の
意
で
あ
る
が
、
こ
の
語
の
鐵
典
『
禺
簾
舞
秋
』
に
「
周
鼎
に
纐
曲
あ

り
云
々
」
の
注
に
「
一
に
窮
に
作
る
」
と
あ
る
の
を
不
乱
は
と
っ
て
、
窮
は
臨

で
あ
る
か
ら
、
窮
曲
と
い
う
方
が
正
し
い
と
し
て
い
る
。
試
み
に
籍
の
意
を
し

ら
べ
て
み
る
と
、
　
「
盗
む
」
　
「
私
か
に
扁
　
「
浅
い
」
な
ど
で
あ
っ
て
、
図
像
上

の
特
別
な
意
味
を
示
す
よ
う
に
も
思
わ
れ
な
い
。
郭
氏
が
謡
曲
文
を
波
状
文
に

あ
て
た
の
は
、
単
に
曲
折
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
こ
め
波
状
文
は
ケ
ヤ

キ
の
木
理
を
彷
ね
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
郭
氏
は
容
氏
の
い
わ
ゆ
る
籍
曲
文
の
類
を
嚢
平
文
の
変
化
し
た
も
の

と
み
な
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
変
化
形
に
応
じ
て
、
網
礎
文
、
盤
礎
文
、
変
相
盤

縫
文
な
ど
と
呼
ん
で
い
て
、
そ
れ
は
『
博
古
國
録
』
に
蠣
蔓
文
、
交
蔓
文
と
呼

ん
で
い
る
の
と
主
旨
を
一
に
す
る
よ
う
で
あ
る
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
す
る
と
、
わ
た
く
し
は
大
局
的
に
は
郭
氏
の
説
を
是
と
す

る
が
、
本
書
の
絹
法
は
容
郭
両
説
の
混
用
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
図
が
奈
辺
に
あ

る
の
か
は
明
瞭
で
な
い
。

　
以
上
、
本
書
を
一
読
し
て
、
気
づ
い
た
点
を
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
た
が
、

こ
れ
は
頃
来
、
評
看
が
解
明
に
附
し
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
機

会
に
著
者
な
ら
び
に
読
者
諸
氏
の
御
教
示
を
得
た
か
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
一
部
の
ミ
ス
は
出
版
に
要
し
た
短
時
．
日
に
そ
の
責
を
帰
す
べ
き
で
あ
っ
て
、

本
書
の
真
価
を
い
さ
さ
か
で
も
破
壊
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
こ
の
よ
う
な

啓
蒙
的
著
書
が
、
い
ま
少
し
安
価
に
、
広
く
一
毅
読
者
に
二
二
せ
ら
れ
る
こ
と

を
望
む
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
か
。

（
R
一
4
・
　
変
則
咽
刊
、
　
本
ガ
〈
一
〇
一
頁
、
　
㎜
凶
版
…
一
七
論
一
陣
、
　
昭
和
滑
四
年
一
二
月

臼
本
経
済
翫
聞
社
発
行
、
定
価
九
、
○
○
○
円
）

　
　
　
訂
　
　
　
正

四
二
巻
五
号
所
載
渡
辺
・
弓
削
共
訳
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
…
バ
：
「
古
代
社
会

経
済
史
偏
の
書
評
の
際
ア
マ
ー
ス
ト
・
パ
ピ
リ
を
ア
マ
ー
ス
ト
大
学
所
蔵

と
記
し
ま
し
た
が
、
闘
預
学
院
大
学
粟
．
野
頼
之
祐
教
授
の
御
指
摘
に
よ
り

ま
す
と
こ
れ
は
モ
ル
ガ
ン
大
学
、
所
蔵
で
あ
り
ま
す
の
で
訂
正
さ
せ
て
戴
き

ま
す
。
　
（
浅
香
正
）
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一
廻
一
二
田
（
土
）
午
後
二
時
陳
列
田
口
轡
霊

　
漕
代
の
商
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
讐
本
重
巳

　
敦
煙
丁
中
郷
籍
に
お
け
る
従
化
郷
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繭
、
村
元
佑

～
○
月
一
〇
臼
（
土
）
午
後
二
時
陳
列
館
演
習
室

　
明
代
の
宣
府
鎮
　
　
　
　
　
　
　
　
井
ノ
綺
隆
興

　
　
！
1
防
衛
体
制
を
中
心
と
し
て
t

高
麗
末
の
仏
儒
教
と
政
治

西
洋
史
関
係

魏
繍
会
例
会
　
於
西
洋
爽
研
究
室

九
月
一
二
日
（
止
）

李
　
大
耳

変
革
期
に
お
け
る
政
治
権
力
と
民
衆

　
－
一
山
ハ
世
紀
英
国
の
楓
甥
A
q
i越
艘
武
臣

九
門
月
二
｛
ハ
ロ
H
　
（
土
）

　
変
革
期
に
お
け
る
政
治
権
力
と
民
衆

　
　
ー
ド
イ
ツ
宗
教
改
革
期
に
つ
い
て
…
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
糾
賢
二
輝

人
文
地
理
単
関
係

人
文
地
理
学
会
　
篇
3
3
回
例
会

九
月
一
八
臼
（
土
）
　
　
　
於
立
命
館
大
学
交
学
部

　
近
世
獄
本
の
地
理
学
と
北
方
問
題
押
野
昭
生

饗
殖
漁
村
の
類
型
　
　
　
　
　
　
　
大
島
襲
二

庄
規
上
流
の
電
源
開
発
と
地
域
の
変
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
小
寺
廉
吉

考
古
学
闘
係

大
阪
府
大
康
市
中
垣
内
弥
生
式
遣
跡
の
調
査

　
関
西
配
電
が
大
阪
変
電
所
の
建
設
に
さ
い
し
て
、

遺
跡
の
寒
前
調
査
を
小
林
行
雄
講
師
に
委
嘱
。
調
査

は
七
月
二
八
欝
か
ら
一
六
字
間
お
こ
な
わ
れ
、
構
内

の
北
方
隅
と
そ
の
北
側
の
ニ
ヵ
所
を
発
掘
し
た
。
北

東
隅
で
一
辺
約
ニ
メ
ー
ト
ル
の
方
形
の
竪
穴
が
四
個

認
め
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
壷
、
灘
、
鉢
な
ど
を
奮
む
大

量
の
土
器
片
お
よ
び
石
庖
丁
、
　
石
頭
が
発
見
さ
れ

た
。
今
回
の
調
査
で
発
掘
さ
れ
た
土
器
は
弥
生
式
前

期
の
も
の
が
多
く
、
㌦
甲
期
の
土
器
も
あ
る
。

長
広
敏
雄
教
授
の
渡
欧

　
人
文
科
学
研
究
新
の
長
広
敏
雄
数
授
は
東
洋
美
術

の
調
査
の
た
め
八
月
渡
欧
。
ヨ
！
諏
ッ
パ
谷
地
の
博

物
館
を
歴
訪
し
て
二
等
末
に
帰
踊
さ
れ
る
予
定
。

　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
秋
冷
の
候
を
迎
え
、
漸
く
酋
二
巻
も
六
号
を
お
送

り
す
る
こ
と
に
な
り
、
当
初
御
約
束
し
ま
し
た
年
間

九
〇
〇
頁
（
昨
年
度
の
五
葡
増
）
を
こ
こ
に
つ
つ
が

な
く
完
了
し
ま
し
た
こ
と
を
、
皆
様
と
と
も
に
優
び

た
い
と
思
い
憲
す
。
し
か
し
、
収
載
論
文
数
は
二
九

篇
で
昨
年
慶
に
比
し
、
僅
か
六
篇
を
増
加
し
た
に
止

ま
り
藻
し
た
。
こ
れ
は
、
雄
篇
力
作
の
多
か
っ
た
た

め
で
、
そ
の
こ
と
自
体
は
編
集
委
勲
会
と
し
て
大
い

に
諺
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
よ
り
多
数

の
会
艮
の
智
様
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
機
会
を
閲
放

す
る
と
い
う
趣
猶
か
ら
は
、
四
〇
〇
二
五
〇
枚
以
内

の
投
稿
規
定
を
燈
非
お
守
り
頂
き
た
く
、
こ
の
こ
と

を
来
年
度
へ
の
串
し
送
り
護
項
と
し
て
お
願
い
し
た

．
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
幽
澄
元
）

｝
九
五
九
年
｝
○
月
二
五
聞
印
刷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♂
定
価
剛
八
O
円

　
　
　
　
　
　
　
日
発
行

…
九
五
九
年
一
　
帰
　
一

　
由
又
　
　
　
　
林
　
　
（
第
圏
野
趣
　
餓
浬
ハ
号
）

　
　
　
　
家
都
市
泥
京
落
吉
田
本
町

　
　
　
　
京
都
大
学
ガ
ハ
学
部
内

発
行
所
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
搬
趣
京
都
五
｝
五
五
番

　
　
　
　
　
　
理
購
長
　
　
富
騎
市
定

　
　
　
　
　
　
編
集
凹
溜
　
　
赤
松
俊
秀

　
　
　
窯
郡
市
下
獄
磁
茜
七
鎌
獅
灰
ノ
内
簾
町
　
二
九

印
南
所
　
中
村
印
嗣
株
式
会
敏

160　（932）



会

告

嗣
、

日
本
学
術
会
議
第
五
期
会
員
候
補
者
推
薦
に
つ
い
て

来
る
十
一
月
二
十
日
、
日
本
学
術
会
議
第
五
期
O
会
員
選
挙
が
行

な
わ
れ
ま
す
。
史
学
研
究
会
で
は
、
次
の
各
氏
を
候
補
者
と
し
て

推
薦
い
た
し
ま
し
た
の
で
御
諒
承
下
さ
い
．

全

　本国
　会
　理区
井
　事（
　　篁

上芭

近
畿
地
方
区
　
（
第
一
）

　
　
本
会
評
議
員

　
　
　
　
　
貝
　
塚

東
北
地
方
区
　
（
第
一
部
）

　
　
本
会
評
議
員

　
　
　
　
　
曾
我
部

智
　
勇
氏

茂
　
樹
民

静
　
雄
氏

胴
、
史
学
研
究
会
大
会
予
告

　
下
記
の
日
程
で
本
会
及
び
読
史
会
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読

　
書
会
連
合
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
，
多
数
御
参
加
下
さ
い
ま
す

　
よ
う
御
案
内
申
上
げ
ま
す
。

◇
＋
一
月
一
日
（
日
）
午
前
八
時
半
～
午
後
五
時

　
見
学
会
　
南
山
城
の
古
寺
巡
礼

一
休
寺
・
普
賢
寺
・
岩
船
寺
・
浄
瑠
璃
寺

に
て
懇
親
会
）

　
　
　
　
講
師

参
加
会
費

京
都
博
物
館

（
終
了
後
京
都
細
川
邸

毛
利
　
　
久
氏

　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
円
（
懇
親
会
費
を
含
む
）

※
参
加
御
希
望
の
方
は
会
費
を
添
え
て
前
も
っ
て
御
申
込
下
さ
い
。
当

　
口
御
申
込
の
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
お
含
み
お
ぎ
下

　
さ
い
。

◇
＋
一
月
二
日
（
月
）
午
後
一
時
よ
り

　
史
学
研
究
会
大
会
及
び
総
会

戦
後
史
学
と
歴
史
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
早
稲
田
大
学
教
授

地
籍
図
に
み
る
歴
史
地
理
学
の
課
題

　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
教
授

於
京
大
楽
友
会
館

鈴
　
木
　
成
　
高
　
氏

藤
岡
謙
二
郎
氏

◇
十
剛
月
三
日
（
祝
）
午
前
九
時
よ
り

　
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
書
会
大
会

◇
読
史
会
大
会
　
　
読
史
会
は
本
年
創
立
五
十
周
年
に
あ
た
り
、
次

　
の
日
程
で
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◇
十
一
月
三
日
物
故
会
員
追
悼
会
・
公
開
講
演
会
・
祝
賀
晩
餐
会
◇
十
一

　
月
四
日
五
十
周
年
記
念
大
会
◇
十
一
刀
二
日
～
五
日
史
料
展

会
員
各
位

史
　
学
　
研
究
　
会
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